様式第２号

主たる従事者調書

年　　　月　　　日　　
申出者　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

電話　　　　　　　　　　農会名　　　　　　

生産緑地地区の指定を希望している全ての農地等に関して記入してください。

１．自作している農地等
	該当する農地等

の全ての町地番
	

	主たる従事者
	住　　　　所
	氏　　名
	①との

続　柄
	年齢

(歳)
	従事日数(日)

	
	中心従事

（注１）
	①
	
	
	－
	
	

	
	①と概ね

同等従事

（注２）
	②
	
	
	
	
	

	
	
	③
	
	
	
	
	

	
	
	④
	
	
	
	
	


２．貸付している農地等（その１）　　　〔耕作者　氏名　　　　　　　　　　　　　　　〕

	該当する農地等

の全ての町地番
	

	主たる従事者
	住　　　　所
	氏　　名
	①との

続　柄
	年齢

(歳)
	従事日数(日)

	
	中心従事

（注１）
	①
	
	
	－
	
	

	
	①と概ね

同等従事

（注２）
	②
	
	
	
	
	

	
	
	③
	
	
	
	
	

	
	
	④
	
	
	
	
	


２．貸付している農地等（その２）　　　〔耕作者　氏名　　　　　　　　　　　　　　　〕

	該当する農地等

の全ての町地番
	

	主たる従事者
	住　　　　所
	氏　　名
	①との

続　柄
	年齢

(歳)
	従事日数(日)

	
	中心従事

（注１）
	①
	
	
	－
	
	

	
	①と概ね

同等従事

（注２）
	②
	
	
	
	
	

	
	
	③
	
	
	
	
	

	
	
	④
	
	
	
	
	


（注１）　「中心従事」とは、中心となって従事している方お一人のことをいいます。

（注２）　「①と概ね同等従事」とは、次の基準を満たす従事者のことをいいます。基準を満たすのであれば複数名でもかまいません。

ア．①の従事者が６５歳未満の場合は、①の従事日数の８割以上従事している方です。

イ．①の従事者が６５歳以上の場合は、①の従事日数の７割以上従事している方です。

【記入上の注意】

1． この調書は、生産緑地法第10条の規定による買取申出があったとき、農業委員会による主たる従事者についての証明書発行の基準とされます。

2． 従事日数は、原則として令和５年の1年間における従事日数を記入してください。

3． 貸付されている農地等の耕作者とは、耕作に関する権利を有している方です。

4． 貸付されている農地等について、耕作者が２人おられる場合は、耕作者ごとに（その１）、（その２）に記入してください。耕作者が３人以上おられる場合は、市に相談してください。

5． 貸付されている農地等に関する主たる従事者の記入については、耕作者の方と十分に協議してください。

6． 借りて耕作されている農地等に関する主たる従事者については、その農地等の所有者から提出していただくことになりますので、その所有者と十分に協議してください。

※No.　　－　　





《申出用紙記入上の注意》


１．西宮市の市街化区域内の農地等について記入してください。


２．この用紙は、生産緑地地区の指定を希望される場合のみ記入してください。


３．実際の所有者の方を申出者とし、申出者ご自身に関する内容を記入してください。


４．指定を希望されるすべての所有者に関する内容を記入するとともに、各々の位置図及び土地登記簿謄本を添付してください。


５．氏名の欄の押印は、認印で結構です。


６．※印の欄には記入しないでください。


７．〈記入例〉を参考にするとともに、「申出書等作成にあたっての注意事項」をよく読んで記入してください。








（裏面へ続く）

